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ヒ
マ
ラ
ヤ
水
系
で
犬
洪
水

　
今
回
の
酸
永
の
址
大
の
原
因

は
森
林
の
枯
渇
だ
が
、
ネ
パ
ー

ル
政
府
は
森
林
枯
渇
対
策
を
進

め
る
一
方
で
、
激
し
く
森
林
を

伐
採
、
問
題
も
度
々
起
き
た
。

マ
ル
ラ
事
件
も
そ
の
一
例
で
あ

る
。
一
九
八
八
年
五
月
、
職
権

乱
用
防
止
委
員
会
は
、
マ
ル
ラ

元
森
林
土
壌
保
金
柑
を
森
林
伐

採
許
可
証
不
法
発
給
の
疑
い
で

拘
束
し
た
。

　
だ
が
、
真
相
究
明
は
進
ま
な

か
っ
た
。
捜
査
を
進
め
る
と
疑

惑
が
当
時
の
シ
ュ
レ
ス
タ
首
相

に
も
及
ぶ
可
能
性
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。
九
〇
年
ま
で
二
十
九
年

に
わ
た
り
続
い
た
政
党
活
動
を

禁
止
す
る
専
制
君
主
制
の
末
期

に
は
、
体
制
の
腐
敗
が
中
央
機

構
か
ら
末
端
に
ま
で
浸
透
し
、

汚
職
は
国
民
の
目
に
明
ら
か
と

な
っ
て
い
た
。

　
九
〇
年
四
月
、
ビ
レ
ン
ド
ラ

国
王
は
民
衆
の
民
主
化
要
求
を

受
け
、
専
制
君
主
制
「
パ
ン
チ

ャ
ヤ
ッ
ト
体
制
」
を
廃
止
、
複

数
政
党
制
を
導
入
し
た
。
九
一

年
五
月
、
民
主
化
後
、
初
の
総

選
挙
で
は
、
国
民
会
議
派
が
過

半
数
を
占
め
、
コ
イ
ラ
ラ
首
相

が
民
主
化
と
経
済
開
発
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
ネ
パ
ー
ル
の
経
済
は
農
業

部
門
が
国
民
総
生
産
の
六
〇

％
弱
を
占
め
る
が
、
農
作
は

に
官
僚
機
構
が
機
能
し
て
い
な
　
　
　
ン
ズ
近
く
で

●･下･鴫|

さ
せ
た
」
（
同
国
政
府
当
局
者
）

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
ネ
パ
ー
ル
経

済
へ
の
打
撃
は
計
り
知
れ
な

い
。

　
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
の
国
家
開

発
戦
略
は
、
貧
困
緩
和
、
地
方

開
発
、
雇
用
の
機
会
の
創
造
、

教
育
な
ら
び
に
飲
料
水
供
給
な

ど
の
社
会
福
祉
の
充
実
に
あ

る
。
こ
の
ネ
パ
ー
ル
の
開
発
戦

い
。
専
制
政
治
時
代
に
は
熟
達

し
た
宮
原
群
が
要
所
を
押
さ
え

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
官
僚
の
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が
民
主
化
政
権

の
も
と
で
強
制
辞
職
さ
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
最
後
に
政
治
家
、
官
僚
、
お

よ
び
民
間
の
す
べ
て
に
わ
た
る

汚
職
の
ま
ん
延
が
あ
る
。

　
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
今
や
か
つ

て
の
イ
ン
ド
の
よ
う
に
公
然
と

行
わ
れ
、
わ
い
ろ
を
受
け
取
ら

な
い
と
非
協
力
的
と
み
な
さ
れ

地
位
が
危
な
く
な
る
。

　
ネ
パ
ー
ル
は
、
一
人
当
た
り
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援
助
に
頼
る
最
貧
国

？

韻
弧
「
発
展
、
５
年
間
逆
戻
り
」

雨
水
に
依
存
し
て
お
り
、
毎
年
　
略
は
方
向
と
し
て
は
正
し
い
。

の
天
候
に
よ
り
農
業
生
産
は
　
し
か
し
問
題
が
あ
る
。
第
一
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
今
回
の
　
現
在
の
コ
イ
ラ
ラ
政
権
の
行
政

洪
水
に
よ
り
農
業
作
物
の
収
穫
　
能
力
が
非
常
に
低
い
こ
と
で
あ

が
激
減
す
る
の
は
明
ら
か
で
、
　
る
。
三
十
年
に
わ
た
り
野
に
あ

「
国
の
発
展
を
五
年
間
逆
戻
り
　
っ
た
党
が
政
権
の
座
に
つ
い
た

年
間
国
民
所
得
百
七
十
ご
。
’
後

発
開
発
途
上
国
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
の

中
で
も
最
も
貧
し
い
絶
対
的
貧

’
困
国
で
、
最
新
の
予
算
教
書
（
七

月
十
一
日
）
に
よ
る
と
、
開
発

予
算
の
六
五
価
を
外
国
援
助
に

依
存
し
て
い
る
。

　
日
本
は
ネ
パ
ー
ル
に
対
す
る

二
国
間
援
助
の
鰻
大
の
供
与

国
で
あ
り
、
そ
の
援
助
は
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
広
が
っ
て
い
る
。

資
金
集
中
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

方
式
援
助
が
主
で
、
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
分
野
別
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
援
助
と
い
う
世
界
の

開
発
援
助
の
潮
流
に
は
遅
れ
て

い
る
。
こ
の
資
金
集
中
型
援
助

は
相
手
国
に
多
額
の
ロ
ー
カ
ル

コ
ス
ト
の
負
担
を
要
求
す
る
こ

と
に
な
り
、
相
手
国
に
と
っ
て

は
財
政
的
重
荷
に
も
な
っ
て
い

る
。

　
多
額
の
援
助
資
金
を
つ
き
込

ん
で
建
設
さ
れ
た
施
設
の
運
営

に
は
、
多
額
の
運
営
資
金
が
必

要
と
な
り
、
資
金
力
の
な
い
ネ

パ
ー
ル
の
場
合
、
協
力
期
間
終

了
と
と
も
に
そ
の
施
設
は
廃
虚

と
化
す
の
だ
。
　
　
　
上

　
相
手
国
と
の
政
策
対
話
も
な

い
ま
ま
、
彼
ら
の
国
内
事
情
を

考
慮
し
な
い
た
め
、
日
本
の
援

助
は
き
め
細
か
さ
に
欠
け
、
そ

の
質
は
明
ら
か
に
劣
化
、
特
に

ネ
パ
ー
ル
の
よ
う
な
後
発
開
発

途
上
国
で
は
き
し
み
を
生
じ
て

い
る
。
相
手
国
に
対
す
る
自
助

努
力
要
求
が
、
援
助
の
無
駄
を

生
じ
る
一
つ
の
原
因
と
も
な
っ

て
い
る
の
だ
。

　
（
高
山
一
義
・
元
外
務
省
専
門

調
査
員
、
写
真
も
）
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